
第１１次美瑛町社会教育中期計画（案）対する 

町民コメント実施結果について 

 

 

美瑛町の社会教育行政の指針となる第１１次美瑛町社会教育中期計画（案）に対

するご意見の概要とご意見に対する町の考え方は次のとおりです。 

貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 

 

 

１．町民コメントの実施結果 

 

案件名 第１１次美瑛町社会教育中期計画（案）について 

実施期間 令和８年１月２３日（金）～２月２３日（月） 

案の公表方法 

１ 指定する場所での閲覧 

 （役場町民コーナー、町民センター、図書館、 

ビ・エール） 

２ 町ホームページへの掲載 

ご意見等の 

提出方法 

郵送、ファックス、電子メール、ＬＩＮＥ回答フォーム、

ご意見箱への投函 

結果の公表方法 町ホームページ 

ご意見等の 

提出者数、件数 

提出者：１人 件数：１件 

【提出方法内訳】 

郵送：０人、ファックス：０人、電子メール：０人、 

ＬＩＮＥ回答フォーム：１人、ご意見箱：０人 

※ ご意見については、原文のまま掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ご意見の概要とご意見に対する考え方 

 

年代  ４０代 

ご 

意 

見 

①「社会体育施設」という名称について 

体育という言葉がスポーツという言葉に置き換わったものが多数ありま

す。「社会スポーツ施設」という表現は聞きなれませんが、「公共スポーツ

施設」と表現する場合もあるようです。 

今回の計画案においてはこれまでの流れを汲んでいますが、「社会体育施

設」という言葉はまだ一般的なのでしょうか。 

 

②「社会体育施設」へ「スケートボードパーク」の追加 

社会体育施設一覧についてです。令和７年に導入したスケートボードパー

クに係る設備について、フロアカーリングやキンボールのように物品とし

て分類するのであれば記載不要なのかもしれませんが、季節的に整備され

る「歩くスキーコース」があることを踏まえると、スケートボードパーク

も雪が無い時期だけの設置ですが一覧に記載されても良いと思います。 

 

③「継続的な学びの場の確保」について 

現在町民センターが主催する事業以外にも、役場の他課で数多くの事業が

開催されたり、役場外でも多くの事業が開催されていると思います。 

継続的で体系的な学びの場としての公民館の重要性は踏まえつつ、町民ア

ンケートにあった事業の全てを公民館が担うことは難しいことを踏まえ

ると、町民がさまざまな事業に触れる場の情報収集とその提供という役割

も担う必要が出てくると思います。 

このような要素についても、触れるべきではないかと考えます。 

 

町 

の 

考 

え 

方 

①「社会体育施設」という言葉につきましては、現在でも各自治体資料等

において多数の利用があり、社会教育中期計画の中に記載する文言とし

ましては一般的であると考えております。 

 

②「スケートボードパーク」につきましては町ホームページでは「スケー

トボート遊具」の設置として、夏季期間のみスポーツセンター敷地内に

設置してある物品として記載しており、「施設」としては記載しないも

のといたします。 

 

③公民館が町民の情報を受け取る場としての中心的機能を行う事は現在も

広告等を掲示、配置等を行ったりすることで役割を果たしております

が、役場内での行事等については各課との連携し、これまで以上に町民

の皆様への情報発信の場としての機能向上を目指し、貴重なご意見とし

て参考とさせていただきます。 

 


